
一つの商品が開発・企画されて、廃棄・リサイクルにいたるまでの
ライフサイクル全体を通して、環境負荷低減に取り組んでいます。
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「リザーブ」の例を紹介しましょう

焼却時にダイオキシン発生の
恐れのある塩ビ製からペット
樹脂製に変更

原料にその他色カレット※

（透明、茶色以外のカレット）
を90%以上使用

びんの原料の使用量と、運送
による環境負荷を減らすため
に軽量化

ガラスびんリサイクルで問題が
ないよう、材質を樹脂に変更

ガラスびんリサイクルで問題が
ないように、材質をアルミ箔から
アルミ蒸着した再生紙に変更

樹脂キャップ

エコボトル

軽量びん

キャップシール

アルミ蒸着再生紙ラベル

※カレット：使用済ガラスびんを細かく砕いたもの。

「自然」との共生商品のライフサイクルで見る環境活動

■ 商品のライフサイクル図

消 費 廃 棄 
商品の 

ライフサイクル 

副産物・廃棄物 

再資源化 

グリーン購入 
（P.43～44） 

環境リスクマネジメント 
（P.18～19） 
環境汚染事故を未然に防止 
 

技術開発 
（P.45） 
環境負荷低減のための技術開発 

調 達 
環境負荷が少ない資材 
などを優先的に使う 
グリーン調達 

（P.42） 

開発・企画 
環境に配慮した商品 
「エコプロダクツ」の 

企画・開発 

（P.40～41） 

生 産 
環境と調和した工場 
「エコファクトリー」 

での生産 

（P.45～52） 

容器 
リサイクル 
お客様や業界団体と 
協力しながら 

容器リサイクルを推進 

（P.56～59） 

物 流 
効率的な輸送で 
環境に与える 
負荷を低減 

（P.53） 

販 売 
省エネルギータイプの 
自動販売機や空容器 

回収ボックスの設置を推進 

（P.54） 


